


「下水道施設・用地の利活用事例」（説明資料） 

●はじめに 

下水道は市民生活と都市機能の維持に欠かせない重

要な都市基盤施設です。下水道事業を適切に管理・運営

していくためには、下水道が持つ資産を有効に活用して

いくことや、地域に根差した施設の整備が求められてい

ます。ここでは、下水道施設・用地の利活用事例をご紹

介します。 

 

三河島水再生センター施設の上部利用（市民開放） 

●三河島水再生センターの概要（東京都下水道局HP引用） 

 三河島水再生センターは、日本で最初の近代的な下水

道施設です。敷地内には旧三河島（みかわしま）汚水処

分場喞筒場（ポンプじょう）施設の赤レンガと桜が美し

い景観を作り出します。 

・処理区域：荒川・台東区の全部、文京・豊島区の大部

分、千代田・新宿・北区の一部で、処理区域面積は

3,936ha です。 

・処理水：処理した水は隅田川に放流しています。また、

一部は東尾久浄化センターでろ過し、さらにきれいに

して隅田川に放流するほか、三河島水再生センター内

の機械の洗浄・冷却などに使用しています。 

・汚泥処理：発生した汚泥は東部スラッジプラントへ圧

送し、処理しています。 

・水再生センター敷地面積：197,878m2 

・水再生センター処理能力：700,000m3／日 

●さくら観賞会 

毎年春には、センター内で

「さくら観賞会」が開催されて

います。今年は４月６日（金）、

７日（土）に実施され、地域の

皆様が訪れました。 

●荒川自然公園（水処理施設の上部利用） 

 水再生センター水処理施設の上部は荒川自然公園と

して整備され、レクレーションの場として都民に開放さ

れており、新東京百景のひとつに選ばれています。  

●コンサルタントの役割 

 コンサルタントは、社会や地域が求める顧客ニーズ

（下水道施設の上部利用等）が発生した場合、下水道施

設の設計の立場から、業務の支援を行うことができます。 

 

 

 

 

芝浦水再生センターの再構築に伴う上部利用（民間ビル供用） 

●芝浦水再生センターの概要 

芝浦水再生センターは、昭和６年に供用開始し、東京

都区部で３番目に古い施設として、およそ 80 年にわた

り芝浦処理区の汚水処理を担ってきました。急速に開発

された品川駅港南口近傍に位置し、渋谷や新宿等の東京

都の中心市街地の汚水を供用開始後から良好に処理す

ることにより、水環境の維持に努めてきました。また、

急速な都市化にも施設を急ピッチで増設し、時代の経過

に対応してきています。しかし、時間の経過による施設

の老朽化が進行し、部分的な修繕や改築では対応できな

い状況になりつつあり、抜本的な対応時期に来ています。 

●付加価値の高い上部空間の利活用 

水再生センターが位置する品川駅周辺は、東海道新幹

線品川駅の開通に続き、リニア新幹線の発着構想、品川

～田町間の山手線新駅の開設など、利便性の向上ととも

に地域活性化のポテンシャルが相当高い地域となって

います。東京湾からの風、水辺空間等自然環境に恵まれ

た地域特性を活かし、環境モデル都市形成の中核を担う

拠点として期待されています。これを受けて、東京都下

水道局では、水再生センターの再構築事業を端に、その

上部空間に最高水準の環境性能を有する環境配慮型ビ

ルと緑あふれる広大なオープンスペースを創出するこ

とで、施設上部空間の利活用を実現することとしました。 

●民間共用ビルの機能 

下水道に求められる役割は高度化・多様化し、合流改

善対策や富栄養化防止のための処理水質向上、地球温暖

化ガス削減目的の未利用エネルギー活用（下水熱、再生

水）、未利用地や上部空間の社会貢献などが望まれてい

ます。水再生センターは、従来からこれらの役割に大き

く寄与し、さらに、今回建設する民間事業者との共用ビ

ルは、環境ビルのトップランナーとして、CASBEE におけ

るＳランクの取得を目指しています。 

また、日本最大級の免震ビルとし、長周期地震動にも

対応した高い安全性を確保しています。一方、下部施設

は、合流改善汚濁負荷量削減を目的とした貯留池と下水

熱を利用した地域冷暖房熱源として供給する機能を有

しています。ビルと隣接して、約 3.5ha の広大な緑地も

整備し、四季の移ろい豊かな表情や水辺を感じられる憩

いの空間として、人々に潤いと安らぎを与え、多目的に

利用できる交流の場を創出しています。 

※ＣＡＳＢＥＥ;建築環境総合性能評価システム。建物品質を総合 

的に評価し、ＳからＣランクまで５段階で格付けがされる。 


